
「ねんきんネット」を利用してみませんか？
～11月は「ねんきん月間」、1
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0日は「年金の日」～　

　「ねんきんネット」とは、ご自身の年金記録をインターネットで確認することができるサービスです。
役場の窓口でも「ねんきんネット」サービスを行っていますので、気軽にご利用ください。
●対象
　国民年金、厚生年金などの加入者および受給者
※ただし、旧法（老齢年金・通算老齢年金受給者）の人は、このサービスを利用することができません。
※「ねんきんネット」では共済組合加入期間は表示していません。
●確認できること
　・公的年金制度の加入状況
　・国民年金保険料の納付状況
　・年金見込額の試算　　など
●利用方法
　１）受付場所　　役場住民課
　２）利用時間　　平日　午前８時30分～午後５時15分
　３）必要なもの
　　①運転免許証、パスポートなどの顔写真付き証明で本人確認ができるもの
　　　（写真の無い証明は、２種類以上の証明が必要です。）
　　②年金手帳などの基礎年金番号がわかるもの
※代理人による申請も可能です。その際は、委任状と代理人の運転免許証、パスポートなどの顔写真付き証明で本人確
認ができるもの、年金手帳などの基礎年金番号がわかるものが必要となります。

※郵送や電話などによる受付はできません。

■役場の窓口でも「ねんきんネット」を利用できます

①基礎年金番号をご用意の上、日本年金機構ウェブサイトの「ねんきんネット」ページで登録。
②お手元に「ねんきん定期便」がある人は、記載されているアクセスキー（17桁の数字）を使って登録。
※アクセスキーの有効期限は３カ月です。アクセスキーをお持ちでない場合や有効期限が切れた場合でも、所定の申し

込み手続きをすれば利用できます。
日本年金機構ウェブサイト　https://www.nenkin.go.jp/n_net/

■自宅で「ねんきんネット」を利用する場合

■問い合わせ　役場での利用について……役場住民課　住民係　　☎096（293）3112
　　　　　　　自宅での利用について……熊本西年金事務所　　　☎096（355）3261

　これまでの年金記録やこれからの年金見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみませ
んか。「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、
将来の年金受給見込み額を基にさまざまなパターンを試算することもできます。

「１日年金出張相談所」開設のお知らせ
「ゆめタウン光の森」で無料の出張相談を開催します。年金に関するご相談・ご質問など気軽にお尋ねください。

日 時 　11月29日（木）　午前10時～午後３時

場 所 　「ゆめタウン　光の森」本館２階（北側エスカレーター横）

必要なもの
　・年金手帳などの基礎年金番号がわかるもの
　・運転免許証、パスポートなどの顔写真付き証明で本人確認ができるもの

問い合わせ 　熊本東年金事務所　☎096（367）2503

国民
年金

平成29年度平成29年度

まちまちのの決算決算
●問い合わせ　
   役場財政課　財政係　☎096（293）3555

歳 出 209億395万円歳 入 226億121万円
■平成29年度決算額■平成29年度決算額

決算とは、町にどのようなお金が入っ
てきて（歳入）、どのように使ったの
か（歳出）をまとめた町の家計簿です。
町の仕事は、皆さんの税金や国や県か
らの補助金などが使われています。こ
れらのお金が ｢まちづくり｣ にどのよ
うに使われたのかをお伝えします。

■特別会計の決算
歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 37億2,137万円 34億5,549万円

大津町外四ヶ市町村共有財産管理処分事務受託特別会計 4,528万円 829万円

公共下水道特別会計 11億5,619万円 11億600万円

介護保険特別会計 26億8,550万円 25億6,665万円

農業集落排水特別会計 1億4,195万円 1億2,548万円

後期高齢者医療特別会計 2億8,414万円 2億8,118万円
特別会計合計 80億3,443万円 75億4,309万円

工業用水道事業会計 7,067万円 4,816万円

貯 金

財政調整基金現在高 21億5,604万円

減債基金現在高 2億7,124万円

公共施設整備基金現在高 7億3,093万円

その他の基金現在高 17億1,409万円

合 計 48億7,230万円

借 金    地方債現在高 159億8,544万円

基金と地方債の現在高

■町の貯金と借金
　町の貯金を「基金」、借金を「地方債」といいます。地方債は熊本地震の復旧のため借り入れた額が大きかったことから、
約21億円増額となりました。基金は熊本地震大津町復興基金の創設や庁舎建設基金の積み立てで５億円増額しました。

基金と地方債の推移

　一般会計の決算額は、歳入が226億121万円で、歳出が
209億395万円。歳入から歳出を差し引いた金額は16億
9,726万円となりました。
　このうち、5億6,107万円は、平成30年度に引き続いて
実施する事業の費用として繰り越しましたので、実質的な
収支は11億3,619万円となりました。
　基金（町の貯金）については、平成29年度中に積立を
11億7,840万円、取り崩しを10億319万円しました。平
成29年度末時点で、基金の合計は48億7,230万円になっ
ています。
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